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「他人事」ではない、「自分事」

作業中は、周囲の安全確認と、『逃げ場』の確保

見落とすな 『赤信号』

『黄色信号』は…止まれ

高齢者…『渡ってくるかもしれない』

『かもしれない運転』で、事故防止

飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」

バックホー本体とキャタに挟まれ男性死亡
解体工事現場で 同僚３人と作業中に

◇作業中は、周囲の安全確認と、『逃げ場』の確保◇

２０２０年２月２１日（金）

２０日午前１１時ごろ、埼玉県の解体工事現場で、会社員の男性（２８）がバックホーの本体と走行用キャタの間に

挟まれ、搬送先の病院で死亡が確認された。警察によると、男性は同僚３人と一緒に更地にするための作業を行

っていた。

信号交差点 どちらかが、『信号無視』か
自転車の95歳男性 横断歩道で

42歳女性運転の車にはねられ意識不明の重体

◇見落とすな 『赤信号』◇

◇『黄色信号』は・・・止まれ ◇

◇高齢者・・・『渡ってくるかもしれない』、『かもしれない運転』で、事故防止◇

２０２０／２／２４（月） ２１：３２

２４日午前７時４５分ごろ、愛知県の信号交差点で、自転車で横断歩道を渡っていた男性（９５）が、右から来た乗

用車にはねられ意識不明の重体です。乗用車を運転していたのは、女性（４２）で、車には子供が１人乗っていまし

たが、いずれもケガはありませんでした。

酒気帯び運転で、信号のない横断歩道を渡る人に接触
44歳男を容疑で逮捕

◇飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」◇

２０２０／２／２４（月） ２０：３６

警察は２４日、酒気帯び運転容疑で、男（４４）を逮捕した。２３日午後１１時ごろ、滋賀県で飲酒して軽乗用車を運

転した疑い。同署によると、男の車が、信号のない横断歩道を渡っていた男性（５８）に接触した。目撃者からの

１１０番で駆けつけた同署員が、男の呼気を調べたところ、基準値以上のアルコールを検出したため、現行犯逮捕

した。横断歩道を渡っていた男性は頭部にけがを負ったといい、過失傷害の疑いでも調べている。


